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序

本報告書は、今帰仁村字天底における「屋我地仲宗根

線道路新設工事」に伴って実施された埋蔵文化財の記録

保存を目的とした緊急発掘調査の成果を収録したもので

あります。

発掘調査は平成１６年度に行い、その後平成17年度に

資料整理を実施しました。今回調査の行われた一帯は台

地上の微高地にあって、アミスガー周辺に広がる水田等

の畑を経営するグスク時代から近世琉球・近代の集落遺

跡であると考えられます。特に今帰仁村において、今帰

仁城跡以外におけるグスク時代（およそ600～500年前）

の様相の一端をつかめたことは、大きな成果であります。

また、今回出土した多くの文化財は、我々の祖先達の生

活や文化環境を知る上で貴重な歴史資料であります。

本書が多くの方々に有効に活用されることを希望する

とともに、文化財愛護思想の高揚、諸開発計画における

保存協議の円滑な推進に寄与することを期待します。

おわりに、本調査にあたり調査指導、報告書作成等で

協力をいただいた諸先生方、また調査に参加協力くだ

さった方々に記して御礼を申し上げます。

今帰仁村教育委員会

教育長田港朝茂
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１天底後原遺跡の位置と環境

今帰仁村は本部半島の北東半分を占め、西は本部町、南は名護市及び本部町と接する。東

はワルミ海峡を隔てて屋我地島と対時し、運天港の北側約２キロの地点には古宇利島を擁す

る（与儀1975)。天底後原遺跡は今帰仁村の東部に位置し、行政区は今帰仁村で、大字天底小

字後原の台地上（標高約40～45ｍ）に所在する（第１．２図)。この地域の地質は上位から琉

球層群（琉球石灰岩・第四紀更新世)、国頭喋層（第四紀更新世・琉球層群と同時異層)、与

那嶺層からなる。本調査地域は有孔虫やサンゴで形成された琉球層群琉球石灰岩（第四紀更

新世）からなり、多孔質で帯水層としてはかなり有効である。沖縄各地の湧泉や井戸はこれ

に起因し、重要な水源となっている。遺跡周辺にも湧泉が発達し、ムラウチ側へ少し入ると、

アミスガーという湧泉がある。このアミスガーには昭和30年に県指定天然記念物として指定

されたシマチスジノリが生息する。

他に天底の特異な自然現象として、小字和呂目原の鍾乳洞（寺原）がある。この鍾乳洞は
せきじゅん

古生代ペルム系石灰岩の浸食により発達したもので、洞穴内にはつららや石笥が確認されて

いる。ペルム系石灰岩は今帰仁と屋我地島の両方の海岸線に沿って分布しており、急な崖を

形成している。
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第１図天底後原遺跡位置図（今帰仁村の主なグスクとグスク時代の遺跡）
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第２図大井川沿いの文化財分布図

－３－



２天底後原遺跡の歴史概観

今帰仁村字天底は316世帯、人口770人（2005年11月末現在）である。戦前は農業と林業を

生業とし、農作物としては芋、麦、大豆、米などがあったという。加えて天底は藍の名産地

でもあり、重要な換金作物として昭和45年頃まで栽培されていた。現在ではサトウキビ、パ

インを中心に生産している（萩尾1982)。

もともと天底の故地は本部半島中央部に位置する本部間切伊豆味村付近にあったが1719年

（尚敬７）に現在地に移動してきたといわれる（『球陽』)。また、1736年には呉我ムラが羽地

間切に移動し、呉我ムラのあった場所に三謝原、古拝原、古呉我原の地名が付され天底ムラ

に組み込まれている。地理的に「天に近い盆地」（高いところにある窪地）にあったことから

アミスク（天底）のムラ名が付けられたことが指摘され、アミスクのアミは天や高いところ、

スクはグスクのスクに通じ、御獄や拝所を意味すると言われる（仲原1997)。

史書では『琉球国高究帳』には「あめそこ村」として登場し、石高21石（田18石余、畠８

石余）として確認できる。村内でも士族が多い村として知られており、寄留士族が散在する

形で村を形成していたと考えられる。

集落は広い土地に展開し11の小字からなるが、大きく４つの集落に分かれている。特に公

民館が所在する一帯はムラウチと呼ばれ、そのほかはサンタキ（山岳)、メーワルミ、クン

ジヤドー（墾謝堂）と呼ばれている。これら４つの集落については、その形成過程が比較的

鮮明に意識されている。大まかに記すと、「ムラウチは本部町の伊豆味をはじめとする他村

落から12～15代前に寄留してきた」と伝えられる。最初に寄留したのが仲宗根姓（イガヤー

と呼ばれる家）で、次に仲里姓（ジョウグチと呼ばれる家)、３番目が新城姓（アラグシヤー

と呼ばれる家）と言われる。メーワルミは勢理客からの分家者により成立したといい、現戸

主で３～４代になると言われる。またクンジャドーは湧川、我部、玉城などの出身者からな

り、ここも３～４代と新しい集落である。一番新しい集落がサンタキで戦前は数軒家があっ

たのみで、戦後ムラウチなどの分家者によって成立している（萩尾1982)。

天底後原遺跡は集落でもムラウチと呼ばれる後原に立地するが、ここは現在の集村域から

はやや離れた場所にあたる。現在の集落の中心地は公民館や売店などが集まる場所で、小学

校なども近隣に位置している。他方主要な拝所については集落の南側外田原とその周辺に位

置している。最も中心的な聖地としてクシムイがある。これを中心にニガミヤー（根神屋)、

ヌンドウンチ（ノロ殿内)、アミスガー、ウブガー、神アサギ、お宮など分布する。お宮は御

嵩と呼ばれ、ヌンドゥンチはムラウチに３番目に寄留したとされるアラグシクヤー（新城家）

の娘が祁るものとされ、その娘がヌルと呼ばれる（萩尾1982)。天底ノロはムラ移動以前本部

問切の天底にて、伊豆見ムラ、嘉津宇ムラの祭祁を管轄していたが、当村移転以後もこの慣

習は受け継がれ第二次大戦前まで続いたとされる(高良2002)。これについては次節にて詳述

する。
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時代区分

貝塚時代

古 琉 球

近世琉球

近代沖縄

戦後沖縄

年代
〆、〆

Ａ・Ｄ１１００頃

Ａ､，． １１００頃～

1200年末頃

1383年

1396年

1416年

1416年

1422年

1471年

1400年～

1500年頃

1609年

1649年

1635年～48年

1666年

1713年

1719年

1742年

1861年（威豊１１）

1872年（明治５）

1880年（明治13）

1878年（明治21）

1879年（明治22）

1903年（明治36）

1919年（大正８）

1920年（大正９）

1931年（昭和６）

1941年（昭和16）

1945年（昭和20）

1962年（昭和37）

1970年（昭和45）

1972年（昭和47）

1980年（昭和55）

1990年（平成２）

2000年（平成１２）

2005年（平成17）

第１表天底ムラの歴史年表

天底ムラの主な出来事

現在のところ先史時代遺跡は確認されていない。

天底後原遺跡発見の最も古い遺物はこの頃のもの。

山北王''１白尼芝、明国王に使者を派遣し交易を行う（6回)。

山北王眠、明国王に使者を派遣し交易を行う（１回)。

山北王肇安知、明国王に使者を派遣し交易を行う（11回)。

肇安知、尚巴志に滅ぼされる（一説には1422年)。

尚巴志、次男尚忠を山北（今帰仁）監守として派遣する。

『海東諸国紀』（琉球国之図）に「伊麻奇時利城」として今帰仁城が登場

する ◎

天底後原遺跡に人が居住する。

薩摩侵攻で今帰仁城は焼き討ちにあう。

『絵図郷村帳』に「あめそこ」が記載される。

『琉球国高究帳』に「あめそこ」が記載される。

今帰仁問切を分割して伊野波（本部）間切を新設。

『琉球国由来記』本部間切の項にて「天底村」が記載される。

本部間切呉我山（伊豆味)地内にあったが､現在の場所に村移動する（『球

陽』)。

察温による今帰仁間切の竿入（御支配・検地）がなされる。

『農事御取締帳』に「天底淀」と記載される。

琉球藩が設置される。

天底村の田港家が保管する『向姓家譜』の最後の記事。系祖は九世田湊

里之子親雲上朝典〔嘉慶七年（1802)〕

天底村の人口が336人・７３戸（『沖縄県統計書』）

『県下各間切各島夫地頭以下役俸調』に「天底徒仲里にや」と記載。

今帰仁小学校から分離して天底尋常小学校が創立。

琉球藩が廃され、沖縄県となる。

天底村の人口が402人・８３戸（『沖縄県統計書』）

天底村の人口が587人・１０１戸（『沖縄県統計書』）

『砂糖消費税法改正之儀ニ付請願』を提出する。

『国頭郡今帰仁間切天底全図』が作成される。

天底小に高等科を置く。

湧川・玉城・天底の一部を割いて呉我山が分字する。

天底村の人口が702人・148戸（『沖縄県統計書』）

勢理客と仲宗根の一部を割いて渡喜仁が分字する。

沖縄戦。沖縄県は壊滅状態となり、アメリカ軍の統治下に置かれる。６月

17～１８日謝名・越地以東の今帰仁村民は羽地へ疎開するよう米軍に命令

され収容生活を余儀なくされる。１０月３１日帰村命令。

天底、勢理客、渡喜仁、上運天、運天に簡易水道竣工。

字天底の人口が853人、世帯数158。（『統計なきじん』創刊号）

日本本土復帰。

字天底の人口が765人、世帯数172。（『統計なきじん』第２号）

字天底の人口が796人、世帯数269。（『統計なきじん』第７号）

字天底の人口が746人、世帯数288。（『統計なきじん』）

字天底の人口が770人、世帯数316。（１１月末『住民基本台帳』）
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３天底後原這跡周辺の民俗祭祁空間

天底の主要な拝所はすべてムラウチの南側にある通称クシムイという社に所在する。オミ

ヤ、アサギ、ヌンドウンチ（ノロ殿内)、ニガミヤー（根神屋）がそれらである。オミヤはと

りわけ古老達の間ではウタキ（御獄）と呼ばれたりもする。ヌンドゥンチはアラグシヤー

（新城家）の娘が祁るものとされ、その娘はヌルと呼ばれる。このヌルは本部町の伊豆味を

も祭祁範域とし、カニヌル（兼ねノロ）とも称される。

天底には主に祈願の対象となっている３つの井泉がある。アサギのすぐ傍らにある井泉は

普通ウブガーと称される。古老によればカーグヮーとも言い、集落で一番古い井戸であり、

天底に最初に寄留した５～６軒が共同で使用したものという。クシムイの北側にはアミス

ガーとイキガカーがある。アミスガーはその用途からウブガーであるとも言い、産湯に使う

ウブミジ（産水）や正月のミーミジ（新しい水）を汲んだ井泉とされる。アミスガーには昭

和30年に天然記念物指定を受けたシマチスジノリが生息する。天底の年中行事を記すと、旧

暦１月１日（テイタチウガン)、２月のウマチー、３月のウチマチ、４月タキヌウガン、５月

のウマチー、６月のサーザーウェー、７月のワラビミチ、８月のシバシウガン、アラダムトウ、

10月のヒーマチヌウガン等がある（萩尾1982)。

他方、天底の方々からの聞き取り調査によって「この土地は別名按司屋敷とも呼ばれ、地

元の名士が住んだ場所」と伝えられていることを確認することができた。天底後原遺跡の傍

にも小さな洞には中南部あたりから毎年拝みに来る方がいるという。沖縄では先祖伝来の屋

敷を引っ越す際に家は取り壊しても、「火之神」などの神様を祁る洞は屋敷地内に置いていく

ことがしばしば見受けられる。この洞もそのような習俗によって設置されたものと考えられ

るが、所有者や関係者を聞き取ることは出来なかった。

＝

多＝
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第３図拝所位置図
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第Ⅱ章

調査の概要
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１調査に至る経緯

村内における埋蔵文化財の取り扱いについては、昭和56～58年度に遺跡の分布調査が実施

されて以後、これに報告された遺跡を「周知の遺跡」とし、報告される遺跡については取り

扱いに関して事前協議を図っている(上原ほか'984)。今回の調査は昭和56～58年度の調査で

は未見の遺跡である。平成10年２月18日北土第2926号において沖縄県北部土木事務所長より

「屋我地仲宗根線整備事業に係る文化財の有無について」紹介があり、平成10年度今帰仁村

教育委員会では道路を新設する約15kｍにおいて踏査を行った。この際、天底後原568番地一

帯においてグスク時代に相当する陶磁器等の遺物が散布しているのを確認することができた。

今教社文第83号平成１０年７月３日付けで、文化財保護法第57条の６第１項の規定により「遺

跡発見の届出」を提出する。この時遺跡の種類を散布地としていたため、天底後原遺物散布

地として以後開発調整を行った。今教社文第37号平成10年５月１１日付けで、土木事務所長へ

は「屋我地仲宗根線整備事業に係る文化財の有無について（回答)」提出しており、天底後原

遺物散布地がある旨回答している。平成10年度～平成13年度と土木事務所と協議を重ね、北

士第2040号平成１３年10月25日付けの書類では、文化財保護法第57条の第３項に基づいて「埋

蔵文化財の発掘の通知」を提出するところとなる。村教育委員会では、遺跡の調査費の積算

及び遺跡の範囲確認を目的とした試掘調査を平成14年度に実施し、今教社文第156号平成１４

年10月31日付書類にて土木事務所へ「屋我地仲宗根線の建設工事における文化財の範囲につ

いて」報告を行う。このときの範囲確認調査の結果より、遺物包含層が良好な状態で残存す

るグスク時代～近世琉球期の集落遺跡であることを把握し、以後遺跡名称を「天底後原遺跡」

へと変更を行った。

平成14年１１月７日、今帰仁村教育委員会と北部土木事務所で「天底後原遺跡発掘調査に関

する協定書」を締結し、これにより平成１５年度に調査を実施し、平成16年度に資料整理を行

うこととして協定を結んだ。しかし、実際には平成16年度には同事務所より依頼され継続調

査していた古宇利大橋橋梁整備事業に伴う発掘調査を実施していた都合などから、天底後原

遺跡の発掘調査を延滞して１年先延ばしとすることとなったため、平成１６年度に「屋我地仲

宗根線天底後原遺跡発掘調査業務委託」を受託し平成16年８月１日～平成１７年２月28日まで

現場における調査を実施した。

平成17年度は前年度に調査した資料の整理期間として「屋我地仲宗根線天底後原遺跡発掘

調査業務委託」を受託した。平成17年５月27日～平成18年２月28日まで資料整理を行い、本

報告書を刊行した。
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２調査経過

天底後原遺跡の発掘調査は平成16年８月11日に着手し平成17年２月28日をもって終了した。

先ず調査に必要な現場事務所の設置、水道、電気などの引き込みを業者に依頼し行った。荒

れ地となっていた調査区の草刈り作業などについては１１月に調査補助員である与那嶺ととも

に行った。事前準備を完了した後に与那嶺重機に依頼、重機にて表土層除去を行った。１１月

29日から１２月１日には調査予定地域について表土層の除去を完了することができた。その後

除去後の地表面にグリッドを設定した。

先ず、掘削作業は除去しなかった表土層及び、過去に重機によって天地返しが行われた撹

乱構を中心に人力によって除去した。１－１９では掘り下げてから数日経った１２月８日にはⅡ

層、Ⅲ層があらわれた。その一方で当初予定していたよりも撹乱が広い範囲に及んでいた１

－１７では掘り下げに時間を要し、途中からバックホーを入れ更に掘り下げを行った。

全体的にＩ層とⅡ層の除去を終えたのは12月いっぱいかかってしまった。遺構が検出され

た北側と南側では異なるものの、概ね１月から精査を行うことができた。最初に取りかかっ

たのはⅡ層検出後の遺構で、１０～40cmの大小様々なレキが集石する遺構である。近現代の遺

物を多く含んでいることから、平板測量にてその範囲を明示し、速やかに遺構の完掘を行っ

た。除去後その下層より土坑が検出された。

次に、褐色土層の下からはグスク時代の陶磁器等を含んだ黒色土を検出している。この黒

色土層の上面においてもピットを確認することができた。検出面における遺構図を一端作成

した。しかし、実際にはⅡ層（褐色土）とⅢ層（黒色士）のいずれの柱穴かの判断するのは

困難で、遺構検出時に精査を行い資料整理においてⅢ層の遺構がⅡ層に判断されるケースも

少なくない。なお、調査が進むにつれて平成14年度に行われた範囲確認調査地区外において

も遺構が確認されるなど、事前の試掘調査では検出されなかったため調査区外とした地域で

ある調査区北側（Ｊ－ｌ７～20）においても遺構が分布する状況であった。事前確認調査の不

足を露呈する結果となった。最終的に連番を付したピットの総数は約800を数えている。遺

構をすべて精査し完掘するために、調査期間ぎりぎりまで時間を必要とした。もう一方で、

発掘調査期間、特に２月の記録的な長雨により調査に遅れが生じたことも調査に時間を要し

た要因の一つである。特に本遺跡周辺の土は粘‘性が強く、水捌けが悪かったこともあり、再

三水に‘悩まされることとなった。遺構の実測作業及び写真撮影を行い、最後に遺構検出面に

保護砂を敷き詰め遺構の保護を行なった後、重機による埋め戻しを行い現場の作業を終了し

た。

資料整理は平成17年度に実施している。概ねの作業を11月までには完了することができた

が、原稿の作成など印刷物にまとめるまで１８年２月まで時間を要している。

－９－



３調査組織

現場における発掘調査を平成16年度、出土品の資料整理及び報告書の刊行を平成１７年度に

実施した。発掘調査は下記の体制で実施した。

平成16年度の発掘調査及び出土資料整理調査関係者

事業主体今帰仁村教育委員会

事業責任者教育長山城清光

教育長代理吉田克己

社会教育課長諸喜田展生

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

事務総括文化財係長富山清巳

文化財係主事 玉 城 寿

調査担当者文化財 係専門員宮城弘樹玉城靖

発掘調査アドバイザー金武正紀

調査補助員臨時職員与那嶺俊

調査協力松本幡郎（元熊本大学教授）新里亮人（伊仙町教育委員会）

名島弥生（慶雁義塾大学大学院生）

発掘作業員臨時職員（五十音順）

新垣正司大城いち子大城ヒデ子嘉数美保子新城豊子

祖堅弘子玉城京子玉城留美子田港朝史仲宗根淳

仲宗根直美仲田トミ子平安命美子松本貞子宮里初子

仲原シズエ仲原 美代子具志堅亮小橋川剛仲村毅

資 料 整 理 臨時職員（五十音順）

上間恵子玉城静香知念亜紀乃西谷麻希子仲里なぎさ

玉城亜紀与那嶺いず み

平成17年度の発掘調査及び出土資料整理調査関係者

事業主体今帰仁村教育委員会

事業責任者教育長田港朝茂

社会教育課長諸喜田展生

社会教育課長補佐与那嶺‘悟

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

事務総括文化財係長田港朝津

文化財係主事宮城弘樹玉城寿

調査担 当者文化財係専門員玉城靖

発掘調査アドバイザー金武正紀

調査補助員臨時職員与那嶺俊

調査協力渡辺 芳郎 （鹿 児島 大学助教授）富山清巳（村経済課）

資料整理臨時職員（五十音順）

上間恵子鈴木美和玉城静香松本綾子玉城亜紀
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天底後原遺跡発掘調査は、屋我地仲宗根線道路新設工事に伴い実施された緊急発掘調査で

ある。調査は道路及び歩道を合わせた幅員20ｍを対象としている。このためグリッド設定に

あたっては、道路のセンターライン（方向角''１．０５，１０．２９１，，）に合わせて行った。具体的

には終点となるNo.０（Ｘ＝74,190.045、Ｙ＝47,870443）と道路センターのNo.１（Ｘ＝74,182.850,

Ｙ＝47,889.093）を基準線として調査区のセンターラインとした。その上で、本調査区の基準

点を「Ｊ-10」として任意の座標値（x＝100.00,ｙ＝100.00）を設定した。

（道路工事の座標）Ｎ０．０＝（調査時の座標）Ｊ－ｌＯとNo.ｌ＝J-12を直線で結んだラインを

基線として、１０ｍ間隔で西から東へ１１．１２．１３．．、南から北へ１．Ｊ．Ｋ・・・の数字、

記号を用いた。各交点の杭はそれぞれ北西にある１０ｍ×lOmの区画を指示している。

調査対象地区は試掘調査の成果などを鑑みて約400㎡を対象として、Ｊ-17～２０，１－１８～

20のグリッドを調査地区に定め発掘調査を実施した。
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調査地点である天底後原遺跡は標高42ｍの微高地に立地する。遺跡の北側が高く、南側へ

と僅かに傾斜し低くなる。東側は迫地となり地元の方によれば、かつて川が流れていたとの

ことである。層序は平成14年度に行った試掘調査から概ね４つの堆積層に分層できることを

確認していた。しかし調査を進めていく中、調査区東側で確認された暗褐色層（Ⅳ層）を追

加し、最終的には地山まで含めＩ～Ｖ層の堆積層に分層を行った。

先ずＩ層（表土層）は耕作土で、撹乱坑・覆土などもこれに含めた。遺跡は調査以前では

サトウキビや菊畑であったようで、所々に天地返しされたバックホーの爪痕が地山（Ｖ層）

まで至る状況であった。Ⅱ層．Ⅲ層が今回の主な調査対象の堆積層で前者が近世期に、後者

がグスク時代に比定されると考えられる。但し、Ⅱ層については耕作されたためほとんど現

況を保っておらず、Ｉ層の耕作土の出土遺物を含めて大まかに近世～現代に比定される包含

層として判断している。後述する遺構の検出においても上記の影響によって、Ⅱ層から掘り

込んだ遺構か、Ⅲ層から掘り込んだ遺構のものかの判別も困難な状況であった。

地山はいわゆる国頭マージであるが、調査地区の北側では赤褐色土層の粘性のある堆積層

で、調査地区南側では黄褐色を呈し調査地区内でも地山の様相は一様ではない。

以下調査地区の層序について箇条書きし所見をまとめる。

I層一褐色混砂喋土層（10ＹＲ４／６)。空きピン･ビニール等の現代遺物を含む表土層。耕

作土、撹乱もこれに含めた。バックホーで除去。

Ⅱ層一褐色土層（7.5ＹＲ４／４）。近現代の沖縄産陶器や本土産陶磁器の遺物を検出してい

る。粘性は強い。

Ⅲ層一黒色土層（ｌＯＹＲ２／３)。中国産の陶磁器などの遺物を含んだグスク時代に位置づ

けられる層。微細な操を多く含み粘性は強い。標高の高い調査区北側では薄く堆積

し低い南側では厚く堆積する。

Ⅳ層一暗褐色土居(lOYR3／４)。Ⅲ層からＶ層への漸移層。数cmの堆積となり調査区東側

で確認されたのみである。遺物は確認されていない。

Ｖ層一黄褐色土層（10ＹＲ５／６）。国頭マージ（赤土）の粘土層で地山と考えられる無遺

物層。
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１概要

検出された遺構は柱穴が大多数でその分布は南側に集中している。但し、調査地区南側で

は多くの柱穴を確認することができたものの、北側と西側ではバックホーによって耕転した

と考えられる重機爪痕が多数確認されるなど、残存状況は決して良い状況ではなかった。撹

乱を受けた地山は深く削り取られ、特に西側では大きな撹乱坑がある状態で実際にはこの部

分にも遺構が分布していたと考えられる。このため建物跡の推定を行うための一つの障害と

なった。また検出された柱穴の中には削平を受けたと思われ、柱穴の深さが10cmに満たない

ものや、径が小さくなっているものも多く検出された。それでも、最終的には建物跡を２棟

（要検討１棟含む）復元することができた。具体的には柱穴遺構の密度が低い北側に４本柱

建物跡が１棟（SBO1)、こちらは検討を要するが柱穴分布密度の高い中央側に母屋的建物を

１棟（SBO2）推定することができた。

土坑として確認できたのは１基（SK661）で、グスク時代に相当すると考えられる集石遺

構（ＳＸ２)、さらに近現代の遺構として性格不詳の集石遺構（ＳＸ１）が検出されている。

また、検出された柱穴807基（復元建物として使用した１８基を含む）も汀単純に解すことは

できない。理由は遺構が分布していた地域ではＩ層を除去するとすぐにⅢ層が表れるためで、

Ⅱ層の分布が限定的で広がりをみせないことに起因する。このため本来Ⅱ層に伴うと考えら

れる柱穴と、Ⅲ層に伴う柱穴を区別し、Ⅱ層に伴う遺構をⅢ層の上面で確認できなかった。

柱穴の多くはⅢ層を掘り下げた上で、Ⅳ．Ｖ層の上面で確認していく結果となり、結果的に

本来の調査目的であったグスク時代（Ⅲ層）の遣構と近世（Ⅱ層）の遺構を弁別することな

く一括で報告する方法を採用している。実際には柱穴個々の堆積層や検出遺物から判別する

ことも可能であるが、どちらとも区別できないものも少なくない。

ただし以下に紹介する遺構については詳細を検討し、遺構の帰属年代を遺物と検出状況か

ら判断して詳述するように心がけた。

･遺構種別 遺構数

･掘立柱建物跡２基

〔内訳：母屋１棟（※要検討）高倉１棟〕

･ 土坑１基 ･グスク時代？の集石遺構１基

･近現代の集石遺構１基

※上記遺構は下記の遺構によって構成される。

・柱穴80 7基 ・土 坑１ 基・不明遺構４基・柱穴？４基

－１６－
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〔所見〕遺構について検出時及び完掘後に検討を試みた。本遺構は現場で検出時には判

然としなかった。しかし完掘後に検討した結果、Ｐit９３２．８０５．１６８．５０２．１７１．１５．２４４．

３８５．２５９．３４４．７１４．７０６．５３７．５５６で構成される掘立柱建物跡を想定することができた。要

検討の建物跡として報告する。柱穴の直径は約30cm～40cm程度となる。深いものでPit502の

57cm、浅いものでPit556の１８cmを測った。柱痕を確認できたものはなかったが、調査時に検

出できなかった可能性も考慮する。柱穴の覆土は概して暗褐色で、炭が少量混ざるとともに

赤土や明褐色士が微量に含まれている。

本調査区では数多くの柱穴を検出している。しかし検出時にはほとんどの建物跡を現場で

組むことができなかった。検討を重ねた結果、唯一建物跡として復元できる可能'性のある本

遺構を要検討として断りながらも報告することをご了承頂きたい。

〔名称〕ＳＢＯ２（要検討・掘立柱建物跡）〔位置〕１－１８．１－１９．Ｊ－１８．Ｊ－１９

〔検出面〕Ｖ層地山 〔遺構構成〕柱穴１４基

〔規模〕４間×３問（長軸約502ｃｍ×短軸約474cm）

４ Ｓ Ｂ Ｏ２

〔遣物〕遺物はPitl5で青磁雷文帯碗、青花碗の口縁部小破片を各１点、Pit502で青磁口

縁部小破片１点、Pit537で青磁無縞蓮弁文碗胴部破片が１点得られている。小片のため図示

していない。

〔遺構所見詳細〕柱穴は検出時と完掘時に所見をまとめたものである。下記の通り報告する。

2柱穴観察表

－２１－

Ｐiｔ グリッド 埋土の観察 柱痕 遺物 模石

計測値

長軸

(c､）

短軸

(c､）

ＧＬ

(、）

面
ｊ

底
伽

深さ

(c､）

932 Ｊ－１８ 暗褐色。褐色土少量、赤土・炭が微量混ざる。（詳細不明） ？
● なし なし 4０ 3６ 41.75

805 Ｊ－ｌ９ 暗褐色。褐色土少量、赤土・炭が微量混ざる。 なし なし なし 3８ 3３ 41.8641.48 3８

１６８ Ｊ－１９ 暗褐色。赤土多く混ざる。炭少量、褐色土微量混ざる。 なし なし なし 3８ 3２ 42.0241.60 4２

502 Ｊ－ｌ９ 暗褐色。褐色士・赤土・炭が微量混ざる。 なし 有り なし 3５ 2８ 42.11 41.54 5７

１７１ Ｊ－１９ 暗褐色。赤土多く混ざる。炭少量、褐色土微量混ざる。 なし なし なし ４１ 3６ 42.11 41.55 5６

1５ １－１９ 暗褐色。褐色士・炭少量、赤土微量混ざる。（抜き取り痕有り？） 有り 有り なし ６１ ３１ 42.03 ４１．６１ 4２

244 １－１９ 暗褐色。炭少量、褐色土・赤土微量混ざる。 なし なし なし 3８ 3４ 41.95 41.64 3１

385 １－１９ 暗褐色。褐色土・赤土・炭が微量混ざる。 なし なし なし 3４ ３１ 41.91 41.57 3４

2５９ １－１９ 暗褐色。褐色士・炭少量、赤土微量混ざる。 なし なし なし 2８ 2８ 41.79 41.59 2０

344 １－１９ 暗褐色。褐色土多く混ざる。赤土少量、炭微量混ざる。 なし なし なし 3２ 2７ 41.75 41.29 4６

７１４ １－１８ 暗褐色。褐色土・赤土・炭が微量混ざる。 なし なし なし 3９ 3５ ４Ｌ7４ 41.43 ３１

7０６ １－１８ 暗褐色。褐色士少量、赤土・炭が微量混ざる。 有り なし なし 3３ 3０ 41.76 41.48 2８

5３７ １－１８ 暗褐色。褐色土少量、赤土・炭が微量混ざる。 なし 有り なし 3２ 3０ 41.76 41.44 3２

556 １－１８ 暗褐色。褐色土少量、赤土・炭が微量混ざる。 なし なし なし 3８ 3５ 41.74 41.56 １８
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５ＳＸ１

〔名称〕ＳＸ１（不明遺構）〔位置〕Ｉ－１８ｏＪ－１８

〔検出面〕Ｉ層下部 〔遺構構成〕ＳＸｌ（集石遺構除去後、５基の土坑を検出）

〔規模〕長さ約10ｍ、幅約１～2.5ｍ

〔所見〕ＳＸ１単独で構成される用途不明の集石遺構。被覆はそれほどでもないが、約１０

～40cm大小様々な篠が散布しており、大半は人頭大の大きさとなる。遺物も操と同じく散在

している。撤去後、その下からは長軸約150cm、短軸約lOOcm、深さ約60～70cmの土坑を５基

検出した。土坑内からは上面の集石遺構と同様の操や遺物がそれぞれ多量に含まれており、

一連の遺構と考えられる。

〔遺構内堆積層〕集石内及び土坑内覆土は褐色（7.5ＹＲ４／４）で人頭大の篠を多量に含む。

イメヘ物 影

へ

｛

■Ｕ＝

第１０図ＳＸ１・SX2遺構図

－２３－



〔遺物〕グスク時代の遺物はほとんど検出されず、大半を近世～現代の遺物で占める。以下、

種別毎に特徴を述べる。

①白磁（第11図－１）

１１－１は粗製の白磁碗底部資料。管見に及ぶ範囲で近似する資料として、今帰仁分類の内

底無紬碗ｂを想定するが、高台の造りなどに相違点がある。高台はやや高く造り高台内も施

紬する。素地は黄褐色で焼の悪い灰白色の紬を薄く施紬、見込みは蛇の目紬剥ぎ露胎とする。

②青花（第11図－２．３）

１１－２は清朝期の青花小碗で、３は碗の資料である。いわゆる福建･広東系の製品と考え

られる。年代的には、前者資料の類品が多良間島沖で難船したファンボッセ号（1857）の関

連資料に見られる（宮城ほか2004)。また後者の類品としてマラッカ海峡の沈船ＤＩＡＮＡ号

（1817）・インドネシア沖のＴＥＫＳＩＮＧ号（1822？）などで出土する。両者は概ね19世紀前

半～中頃に流通する中国産の日用雑器と考えられる(野上2001)。他に３の類品で長崎万才町

遺跡SK177から同様の清朝青花が出土している。このSK177は１９世紀第３四半期段階に当て

はめることができるとされる（堀内1999)。

③タイ産陶磁（第11図－４）

１１－４は褐紬陶器で素地や紬調等の特徴からタイ産の陶磁器と考えられる。口縁部を欠く

が、大型の壷で肩部に貼り付けの耳が付される。

④沖縄産施紬陶器（第12図、第13図１～８）

第１２図は施紬陶器の碗・小碗・杯の資料で施紬の方法・器形にバリエーションが認められ

る。１．３．６～８は灰紬碗。１は底部から直線的に立ち上がる資料で、鉄絵による絵付け

が施されるがモチーフは不明。３はやや丸みを帯びた体部から直線的に立ち上がり、口縁部

は欠損。７．８は底部資料で見込みと外面腰部以下を露胎とする。２．４．５は白化粧後透

明紬を施紬する碗で、２は巴文を体部に描く。４．５は無文、体部にやや丸みをもち口縁部

は外反して成形される。９～12は底部資料で、いずれも見込みは蛇の目紬剥ぎとしている。

13.14は白化粧後透明紬を施紬する無文小碗資料で、１３は底部から口縁部まで復元すること

のできる資料である。１５～１７は角杯資料で、１５．１６は白化粧後透明紬を施紬するいずれも底

部から胴部までの資料である。

１３－１は白化粧後透明紬を外面に施紬する。筒型の火取で底部から直角に立ち上がり、底

部裏面に墨書で、「天底口仲宗根口四月」と記されている。墨書資料の出土例は古墓以外

では希有な例である。２は注口のついた酒器でいわゆる「カラカラ」と呼ばれる。肩平な器

形で口縁部を欠損するが、ソロバンの玉形状に膨らんだ外面胴部に線彫りで区画する。３は

水性（要検討）の底部資料である。底部の一角に脚を取り付けた資料で三脚のうち一脚を破

損する。４．６は大型の鉢でいわゆる「ワンブー」と呼称される器である。見込みを輪状に

紬剥ぎし、口縁部はＬ字に折り曲げ水平にする。６は内面を白化粧後透明紬、外面を黒紬で

掛け分ける。５は水性の胴上半で白化粧をおこなった後に呉須による絵付けが行われている。

７は内外面に黒褐色の紬を施紬する鉢で、見込みを輪状に紬剥ぎする。また、口縁部上面も

紬剥ぎし露胎とする。８は四耳壷でいわゆる「油護（アンダガミー)」と呼ばれる器である。

－２４－



外面に黒紬を厚く施紬、口縁部上面は紬剥ぎし露胎とする。内面には明瞭な輔穂痕を観察す

ることができる。

⑤陶質土器

１３－１０は、

耳の破片で、

(第13図－１０．１１）

アカムヌーの謹口縁部資料と考えられる。１１はアカムヌー急須などに付される

外側から孔を穿つ。

⑥沖縄産無紬陶器（第13図－９、第14図）

１３－９は荒焼の壷で口縁部を逆Ｌ字状に折り曲げ頚部の立ち上がりが直線的となる。１４－

１は壷の底部から胴部にかけての資料。２は雲もしくは壷の底部と思われる。底部から胴部

にかけて外開きに直線的に立ち上がる。３は肩部に耳を貼り付ける壷口縁部資料で、口縁部

が玉縁状に肥厚する。４～10は揺鉢である。７～９は口縁部が残る資料で、共通して逆Ｌ字

状に外に折り曲げ内面は櫛目を密に施し口縁部直下の櫛目はナデ消される。７は口縁部の幅

が広く、上面に一条凹線が廻り外面の器面調整を丁寧に施す。８．９は胴部から直線的に立

ち上がり、口縁部の幅は狭く胴部上端に一条稜が廻る。

⑦本土産陶磁器（第15図）

１５－１～３は肥前磁器と思われる碗類。１は厚手の丸碗で外面に圏線と花弁を描く。２は

小破片であるが素地・紬調から肥前とした。３は１９世紀中頃に流通した肥前端反碗で、線描

きのみで文様を表現する。４はクロム青磁の小碗で外面にはトビガンナによる文様を施す。

５～７は底部から口縁部にかけてストレートに開く杯で、５はクロム青磁の杯、輔輔痕を明

瞭に残す。６は高台内側を若干削り、その外側に波状文、さらに外底には「の」と銘を残す。

もともと見込みには絵付けが残されていたが剥落している。７は内外面白色で高台をハの字

に成形する。８．９は銅板転写によって絵付けがなされた磁器で、８は梅樹、笹、鞠、９は

外面に牡丹を配する。１０は一般的に「スンカンマカイ」と呼ばれる型紙摺りの碗で、口縁部

は外反し外面に鶴丸文・竹文・点文を施文する。口縁部内側には花文・竹文・点文を帯状に

廻らす。見込みには圏線・草花文を施し、また、重ね焼きの痕跡が認められる。１１も同様に

型紙摺りの皿で、口唇部に濃緑色の紬、内面に人馬・松・山等、外面に不明文様を配する。

⑧石器（第16図－１．２）

１６－１は表面において滑らかな磨面を有し僅かに凹面をなす砥石。他に明瞭な使用痕は認

められない。２は正面全体及び右側面が研磨されていることや緩やかに凹面を有すことから

同じく砥石としての用途が考えられる。

⑨銭貨（第16図－３）

１６－３は寛永通賓。一部左上端を欠損するが、文字が鮮明で判別可能である。
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ｅＳＸ２

〔名称〕ＳＸ２（不明遺構）〔位置〕１－１８

〔検出面〕Ⅲ層上面 〔遺構構成〕ＳＸ２（集石遺構）

〔規模〕長軸約４ｍ、短軸約３ｍ

〔所見〕用途不明の集石遺構。被覆は５～10cm程度の堆積で、ＳＸ１と同様に約１０～４０

ｃｍ大小様々な操が散布しているが､大半は拳大の大きさとなる。遺物も操と同じように散在

している。ＳＸ１と隣り合っているが、遺構堆積層が褐色土と黒褐色土とそれぞれ異なり、

出土遺物もグスク時代に限られた。

〔遺構内堆積層〕集石内は黒褐色（10ＹＲ２／３)。

〔遣物〕１７－１は青磁無文直口碗で、主郭で分類した白磁内底無紬碗ｄに酷似する。底径

の広い高台にやや外開きになる口縁となり、一、

見込みの紬は蛇の目紬剥ぎする｡2は鼓打器//／、、、
獄里蒙鷲譲聯繍『（宿)）｜あり磨石としても併用している。

、
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本章では前章までに報告した遺構内出土遺物以外の遺物について報告する。

天底後原遺跡で出土する人工遺物のほとんどが陶磁器である。主に１５世紀中頃から16世紀

頃に比定される中国陶磁と、それ以降の時代の沖縄産陶器が多く含まれている。本調査にお

いてＩ層～Ⅲ層までの遺物包含層を検出したが、重機等によって撹乱された箇所が多々あり

良好な堆積状況とは言い難い。それでも比較的残りの良かったⅢ層及びグスク時代・近世琉

球と思われる遺構内出土遺物と、Ⅱ層、Ｉ層のそれぞれの包蔵物を整理し、細説を設け各層

序毎に報告する。内訳は第３表に示すとおりである。

－３４－

第３表出土遺物集計表

１概要

I層

口 底 他

Ⅱ層

口 底 他

Ⅲ層

口 底 他

ＳＸ１

口 底 他

ＳＸ２

口 底 他

柱穴等
口 底 他

合計

陶
磁
器

在地

中国

ベトナム

タイ

日本

摩蝕不明

十器

カムィヤキ

施紬陶器

荒焼

陶質土器

白磁

青磁

青花

清朝青花

褐紬陶器

緑紬
白磁

褐紬

肥前

波佐見

内野山

唐津

肥前陶器？

関西系

京焼

薩摩？

クロム青磁

産地不明

銅板転写

型紙摺り

褐紬陶器

鍋等

壷等
碗

小碗

角杯

皿

鉢

水鉢

鉢又は鍋

火取又は香炉

壷

瓶

蓋
カラカラ

急須

湯飲み？

摺鉢

壷

瓶

鉢

火取

香炉
蓋

喪

鍋

急須

器種不明

碗

皿

翠穂不明

碗

杯

皿

盤

鉢
鶏穂不明

碗

皿

小杯
瓶

蓋

器種不明

碗

小碗
壷

播鉢
水沫

碗

壷

碗

皿

鉢

瓶

碗

碗

鉢

壷
急須蓋

碗
壷

小碗

杯

碗

小碗

皿

杯

小碗

碗

皿

毒

１

２１５

１

２

２

４

1４

1４

４

２０

３

９

６

２

２

６

５
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３

５

６

9９

１９

１

９

６

８

５

３３

１２

２

２
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１

２

2６

１１
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１１

１

１

1０６

９

３

１

１

５

２

１

3６

３

２６

３

８

1６

１
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２

２

６

２

２

１

１

１

１
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８
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８

５
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３
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２
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２Ⅲ層及び遺構内出土遺物

第Ⅲ層及び遺構内からは土器（壷)、徳之島産カムィヤキ（壷？)、青磁（碗・皿・杯・盤・

鉢)、白磁（皿)、青花（碗・皿・小杯)、褐紬陶器（播鉢)、タイ産褐粕陶器（壷)、石器、

玉・銭貨、ジーファー等が出土している。柱穴遺構の覆土は主に暗褐色のグスク時代に相当

すると考えられる遺構、ほかに褐色の覆土の柱穴遺構が確認されている。後者の遺構からは

沖縄産の陶磁器、本土産の陶磁器等が得られており、本項ではこれも含めて報告する。

①土器（第18図－１）

１８－１はグスク土器壷の口縁部で、粘板岩を混和材とする今帰仁城跡でも比較的よく見ら

れる短頚で直口するタイプの土器である。内外面ともに指頭圧痕、ナデ調整を施す。

②カムィヤキ（第18図－２）

１８－２はカムイヤキの胴部資料。破片のため器種は不明。内外面ともにタタキの後、横方

向のナデ調整を施す。

③白磁（第18図－３～５）

３．４は森田分類Ｅ群に属する薄手の外反皿の資料で、高台の作りは逆三角形、白色堅撤

の磁胎に淡灰白色の紬を畳付以外全面施粕する。１８－５は淡灰白色の紬を全面施紬する口禿

皿の底部資料。

④青磁（第18図－６～17，第19図、第20図、第21図１～８）

１８－６は無縞蓮弁文碗の口縁部資料。７．８はスタンプによる雷文を口縁部に施す資料。

９～11は箆彫りによって雷文を施す資料で11の外面下段には箆彫りによる蓮弁、内面には刻

花文を施す。１２～１４は箆彫りが雑になり、外面及び内面に花文、もしくはラマ式蓮弁文等を

施したと推定される資料である。１８－１５～１７，１９－１～１１は細蓮弁文碗。１９－５．７は箆描

きによる幅の狭い蓮弁を配し、それ以外はやや幅の広い蓮弁を配す。１８－１６．１７は弁先も雑

で弁尻も高台脇まで伸びずに粗造の印象が強い。１９－４は紬も剥げ落ち粗造となる。１９－１２

～14は無文外反碗の口縁部資料である。１３は玉縁状口縁となる。１５～18は無文直口碗資料で

ある。１５は口縁部外面には圏線を１条配する。２０－１～５は青磁碗底部資料である。２は形

態等から蓮弁が高台際まで及ばない細蓮弁文碗の底部と思われる。５は見込みに花文が押印

される。６～１０，２１－１～３は青磁皿。２０－６は口折れ皿で内底には双魚文のスタンプ、外

面に蓮弁文を施す。７～10は腰折れ皿で７～９は口縁を刻み稜花とする資料。２１－１は直口

皿で内面に蓮弁を配す。４．５は青磁杯。４は内面に蓮弁文を配し外反する。６．７は青磁

盤で、６は口折れの盤で口縁を刻み稜花とし、内面に箆描きの刻花文を施す。７は鍔縁とな

る。８は青磁鉢で大振りの資料で口縁部の内外面に１条圏線を施し、箆描きの刻花文を施す。
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⑤タイ産陶磁（第21図－９）

２１－９は褐紬陶器で素地や紬調からタイ産の陶磁器と考えられる。ノイ川窯系の大型の壷

で、口縁部は大きく丸く肥厚し口縁上位に凹帯が廻る。

⑥褐紬陶器（第21図-10）

21-10は中国産の播鉢。底部の造りが特徴的な資料。揺り目は１０本一組の櫛目となり底面

より摺り上げる形となる。輪積み痕が顕著に残っており、同様の資料が天界寺等で出土して

いる（島・ほか2000)。

⑦青花（第22図、第23図－１～３）

２２－１は外体面に豹皮文を施すいわゆる小野分類Ｃ群の碗胴部(小野1982)。２は外反した

口縁部の外面に界線を１本、その下に烏文？と草文、内底には草花文と圏線を２本施す。森

分類のＢ3類に似た碗である（森1995)。３．４は直口口縁の外面に波涛文と内面に界線を施

す小野分類Ｄ群に相当する碗と思われる。６～８は外面もしくは内面に宝相華唐草文、内底

に玉取獅子文が描かれ今帰仁城跡でもよく見られるタイプの皿である。９は内面に雷文？の

様な文様が描かれるが、器形から判断するに６～８と同じようなタイプのⅢと思われる。１０

は外面に崩れた波涛文が描かれる直口口縁の皿。１１．１２，２３－１は青花小杯。１１は腰折れで

外面無文、内面に界線を施す。１２は内底に草文と圏線、外面に界線を２本施す。２３－１は端

反り口縁の外面に花烏折枝文？が描かれる。２２－１３．１４，２３－２．３は清朝青花。１３は外面

に寿字文、内面は紬を掻き取る。１４は胴部に印花文と草花文を施し、内底を蛇目紬剥ぎする。

２３－２は外面に松、口縁部内外面に圏線を２本施す。３は直口口縁の口縁部内外面に圏線を

２本、外面に丸状の文様を施す。

⑧本土産陶磁器（第路図－４～７）

２３－４は18世紀後半の蛇の目紬剥ぎを施し、畳付は砂が付着する肥前染付皿。内面は線描

きによって唐草と葉を表現し、その下に圏線を二本廻らす、見込みにはいわゆるコンニャク

印判による五弁花文が装飾される。コンニャク印判は大橋編年Ⅳ期（1690～1780年代）に特

徴的な技法として用いられる（大橋1990・ほか)。５は関西系の色絵蓋で、松が横にのびる様

子を略した文様となる（１８～19世紀)。６は京焼の色絵碗で、口縁部外面には退色著しいが朱

色の絵付で菊花を、これも退色するが緑色の草文を縁取りせず、一筆描きによって装飾して

いる。本州日本では一般的に京焼の出土事例は武家屋敷等の階層的に上の位の屋敷等で出土

する傾向があるとされているとされる（渡辺､私信)。７は婆もしくは壷と思われる底部資料

である。器壁は薄く、器内面に同心円状の当て具痕を明瞭に残す。朝鮮系の薩摩焼もしくは

肥前陶器資料と考えられる（17世紀)。

⑨沖縄産施紬陶器（第23図８～10）

一般に「上焼」と称される。これら沖縄産陶器は褐色の覆土となる柱穴遣構内より検出さ

れた。確認できた器種は碗、瓶である。２３－８は腰部から口縁部にかけて直線的に立ち上が

り外反させる器形で、内外面に透明紬の施粕後、呉須を用いて簡略化した単純な草花文？を

描く。９は腰部から口縁部にかけて緩やかなカーブで立ち上がり、口縁部で微弱に外反させ
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る碗。白化粧後に透明紬を畳付以外に全面施紬する。見込みは蛇の目紬剥ぎする。１０は藁灰

紬を流し掛けた瓶の口縁部。頚部から口縁部にかけて広がり外反する。

⑩玉（第24図－１～８）

２４－１～８はガラス製の小玉で、大きさに大小が認められる。今帰仁城跡主郭でｂ２種と

分類した20Ⅲ～５Ⅲの丸玉（１～４）と、ｃ種とした５ｍｍ未満の丸玉資料（５～８）に大

別できる。色は水色（１．２．５．７)、透明（４．８)、紺藍色（６）、表面は黄色で芯は赤

（３）がある。

⑪不明ガラス製品（第型図－９）

２４－９はガラス製の不明製品である。火を受けており現況を保っていないため、玉製品が

溶解して癒着したものか不明である。

⑫銭貨（第型図-10～12）

２４－１１は寛永通賓。１０は腐食が著しく銘の判断ができない銭貨である。１２は無文銭。

⑬青銅製品（第型図-13）

24-13は善である。カブ、首、竿で構成される。カブは比較的大きい匙形で、何らかの要

因でカブの途中で曲がっている。

⑭石器（第25図－１．２）

２５－１は石鹸状の平面形を呈し、正面及び裏面の中央に縦約2.0cm､横約1.5ｃｍ(表側計測値）

の浅い凹部（約２mm）を有する敵打器である。その周辺には滑面があり磨石としても使用し

ていたようである。また上下端、及び両側面には敵打痕が認められる。２は砥石で、自然石

に近い状態だが平坦面となる一箇所を作業面として使用している。

⑮鉄製品（第25図－３）

２５－３は柄部を差し込む様なソケット状の製品である。錆の進行が著しく土も融着する。

形態から農具等の一部分と想起させるが詳細については判然としない。
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３Ⅱ層出土遺物

Ⅱ層からは青花、本土産陶磁器、沖縄産施紬陶器、沖縄産無紬陶器、陶質土器、石器が得

られている。これら出土遺物はＩ層出土の遺物と変わらない。さらにⅡ層のほとんどは耕作

によって現況を保っておらず、１－１９．Ｊ－１９の一部のみで確認することができる限定的な分

布状況であった。出土遺物等からおおまかに近世～近代に比定される包含層として判断した。

①青花（第26図－１．２）

２６－１は瓶の胴部。圏線上段に唐草文？、下段に雲文？を描く。２は口縁部内面に圏線、

見込みに圏線と不明文。外面には口縁部に圏線、胴部に草文を施す。

②本土産陶磁器（第26図－３．４）

２６－３は胴部に網目文を施した肥前の瓶。素地は白色で失透明紬を掛ける（17世紀後半～

18世紀前半)。２６－４は一般に「＜らわんか碗」と称される波佐見焼の碗で、高台に圏線、

見込みに不明文様、素地は淡灰白色の微粒子で、畳付以外に淡灰白濁色の紬を施す。

③沖縄産施紬陶器（第26図－５．６）

２６－５は白化粧後に透明紬を施す角杯。６は瓶となる資料。頚部は長く口縁部は玉縁状を

呈し黒褐色の紬を厚く施紬する。

④沖縄産無紬陶器（第26図－７～９）

２６－７は胴部上端からすぼまり頚部をつくり外反する壷。胴部上端には波状沈線を施す。

８は外面胴部上端に波状沈線を施す水鉢。胴部から口縁部にかけて大きく内湾し、折り曲げ

て折縁状とする。９は口縁部をラッパ状に外反させる瓶の口縁部破片。

⑤陶質土器（第26図-10）

26-10は一般的に「アカムヌー」と称される。急須の注口のみが残る。

⑥石器（第26図-11）

26-11は粘板岩製の砥石である。正面及び右側面に磨面を形成し、斜位に溝が刻まれる。
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４１層出土遺物

Ｉ層からは青磁（碗・皿・杯・鉢)、白磁（碗・皿)、青花（碗・皿・杯)、褐紬陶器（壷)、

ベトナム産白磁（碗)、本土産陶磁器（碗・鉢・壷)、沖縄産施紬陶器（碗・小碗・皿・火取

り・酒注など)、沖縄産無紬陶器（壷・播鉢・火取りなど)、石器（砥石)、陶製品（キセル)、

銭貨などが出土している。Ｉ層は耕作土でサトウキビ畑等として使用されていた。そのため

所々で撹乱されているがこれも含め報告する。

①青磁（第27図－１～９）

２７－１．２は縞蓮弁文碗で箆描きで幅広の蓮弁を描く。小破片のため口径はわからなかっ

たが２は僅かに外反する。３は箆描きによる細蓮弁が密に施される。４は無文直口碗で外面

に輔輔痕を観察することができる。５は無文の外反Ⅲ。６は外体面中央に陽圏線とその上段

に簡略化した箆描きの蓮弁、内面にも同様の蓮弁を配する。７は外底無紬の皿底部。内底も

輪状に掻き取り無紬とする。８は厚手の紬を畳付と外底以外に施紬する小碗。９は大振りの

鉢の底部で厚手の紬を施紬、見込みに印花文を押印する。素地や紬などの特徴から第21図一

８と同一個体と推定される。

②白磁（第27図-10～13）

２７－１０は粗製の白磁直口碗で内外面に明瞭な輔輔痕を残し、灰白色の透明紬を両面に施す。

11も粗製の碗底部で、高台を逆ハの字状にし内底の粕を輪状に掻き取る。12.13は森田分類

Ｅ群に属する薄手外反皿で、１３は砂床焼成のために畳付に砂が付着する。

③青花（第27図-14～17）

２７－１４は口縁部内面に圏線を２本。外面も圏線を２本、その下の文様は不明。１５の外面に

は腰部と高台に界線、見込みに界線を２本と不明文様を施す。１６は口縁部外面に波涛文と界

線、胴部に蕉葉文。口縁部内面に界線を施す。１７は清朝青花小碗。外体面に焚字、圏線を施

す。景徳鎮窯系で１８世紀後半に比定される（扇浦1999)。

④褐紬陶器（第27図-18～22）

１８．１９は産地不明の褐紬陶器壷。２０は口縁部が略方形になる大型の壷で口唇部が僅かに凹

む。２１はすぼまるように口縁部を成形し微弱に外反する。２２は赤褐色の素地が特徴の壷の底

部資料。

⑤ベトナム産陶磁（第27図-23）

27-23は白磁碗の胴部破片で白化粧後透明紬を施紬する。内面は二段の界線で区画しその

下に型押しによる青海波文が見られる。

⑥本土産陶磁器（第28図－１～７）

２８－１は肥前陶器の鉢と目される資料で、高台内の削りが深く真っ直ぐ、に削り出された高

－４８－



台が特徴で、内底と外底の器壁はかなり薄くなる。蛇の目紬剥ぎ。２は二彩唐津の鉢底部。

刷毛目による横線を施し白化粧後に銅緑紬を施紬する。見込みには砂目が残る（17末～18中

頃)。３は京焼の碗で一筆描きによって笹文を絵付けする（18中頃以降)。４は内野山窯産と

思われる銅緑紬の碗である。蛇の目紬剥ぎ。５は18世紀後半に流通したと考えられる肥前筒

形碗。見込みに手描きによる五弁花、外面高台脇に鋸歯文、胴部文様は不明。６．７は産地

不明の壷と碗で、６は短頚で玉縁状の口縁部を造る。茶褐色粗粒子の素地に藁灰紬？を掛け

る。７は高台の造りは小さく内削りも浅い。高台脇は斜位に削り調整する。灰白色微粒子の

素地に光沢のある緑灰色紬を腰部まで施紬する。

⑦沖縄産施紬陶器（第28図－８～16、第29図－１～４．８）

２８－８は灰白色の素地に外面は黒紬を、内面は灰紬を掛け分けする。鉄紬を用いて見込み

中央に丸文、内面胴部中央に圏線を施す。外面高台脇以下は露胎とし、蛇の目紬剥ぎする。

畳付け及び見込みに白土が付着する。９は灰白色の素地に灰粕を施す。胴部以下は露胎。１０

は見込み部分を鉄紬、その上から灰紬を掛け分けする碗底部。蛇の目紬剥ぎする。１１は内面

を灰紬、外面は黒紬を掛け分けする。１２は畳付・内底を除き黒紬を全面施紬する。１３は直線

的に立ち上がり口縁部を僅かに肥厚させる。残存部全面に濃緑色の灰粕を施紬する。１４は口

縁部を花弁状に仕上げる皿で残存部全面に鉄紬を掛ける。１５．１６は同一個体と思われる皿で、

前者は口縁部資料、後者は底部資料になる。２９－１は酒器の口縁部でいわゆるカラカラで、

頚部を細く仕上げ口縁部上端を垂直に立ち上げる。２は直線的に立ち上がる筒型の火入れで

口縁部内面から外面に黒褐色の紬（鉄粕単掛け）を施紬する。３．４は口縁部が内湾し丸く

仕上げる鉢。３は著しく内湾し、内外面に黒紬を施紬する。２９－８は外面胴部脇まで鉄紬を

施紬する瓶。内面は無紬で輔輔痕が明瞭に残る。

⑧沖縄産無紬陶器（第28図-17、第29図－５～７．９～12）

28-17は紬を施さない焼き締めの陶器碗。２９－５は擢鉢で口縁部を逆Ｌ字状に折り曲げる。

６は直線的に立ち上がる円筒状の器形で直口口縁となる火取。７は小壷で頚部がほぼ垂直に

立ち上がり、口縁部を玉縁状に肥厚させる。口縁の下端部に１本と肩部に２本の凹線を廻ら

せる。９．１０は蓋で庇上面はドーム状に傾斜させ、端部を外側に張り出させる。撮み部分は

皿形の器を伏せた形を呈する。１１は口縁部をラッパ状に強く折り曲げる壷で雑な造りとなる。

12はヒールー（火炉）と呼ばれる火鉢類である。肩部を「＜」の字に折り曲げる。口唇部は

平坦に整形しその直上に沈線を１条廻らす。また屈曲した肩部直下には把手を貼付する。

⑨石器（第羽図－１３．１４）

29-13は半分以上を欠損する砥石で、元の形状や大きさなどは不明であるが、残存部正面

全体に研磨痕を有し緩やかな凹面を形成する。１４は方柱状となる形状からいわゆる提砥とさ

れるもので、志慶真門郭の報告では短冊状護符として報告している。大半を欠損すると思わ

れるが、硬質の石材で断面略方形の製品となる（主郭分類ａ)。

⑩煙管（第30図－１～３）

３０－１は沖縄産無粕陶器製の雁首。羅宇接続部分が一部欠損し、形態は面取りによって多

－４９－
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角形を呈する。２は青銅製の雁首。火皿は欠失し全体の腐食が著しく、所々に土が付着しこ

びり付く。３は青銅製品の吸口で口付が一部欠損する。全体的に青錆が目立ち土が付着しこ

びり付く。

⑪銭貨（第30図－４）

３０－４は青緑色の錆に覆われ腐食が著しく判読できない。無文銭と思われる。
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胴部

５遺物観察表

第４表出土遺物観察表（１）

計測値

I｣径

外径

(cI11、ｇ）

器高
ｌ１ｊｌさ

底径
重品

遺物番号グリッド層位遺梢名遺物No.種別形式部位 備考

3.8

８ S K 6 6 1 ２ ９ ９ 青 磁ⅢＩｊ縁部１０．３１－１８

SＸｌｌ３７施紬陶器角杯底部

８－２１－１９ SK661２７白磁Ⅲ口縁部８．８ 森田分類Ｄ群

1２－１５１－１８

８－３１－１８ SK661２６０青 花Ⅱ口縁部１２．４

3.6

SＸｌｌ７４白磁碗底部1 １ － １ １ － １ ８ 7.2

SＸ１１５５施紬陶器小碗底部

1１－２１－１８ SＸｌｌ７８清朝青花碗底部 4.6

1２－１４１－１８

ｕ一３１－１８ SXl２０１３７清朝青花碗完形１５．６６．６８．０

S Ｘ １ １ ７ ４ 施 利 I 陶器小碗完形８．２３．８４．４

l２ － ｌ Ｏ Ｉ － ｌ ８

SＸｌｌ７４褐紬陶器 篭

SＸｌｌ７３施紬陶器碗完形14.1６．８６．３

タイ産

－５３－

１ ２ － １ １ － １ ８ SXl２２１７４施紬陶器碗完形１３．８６．３６．６

１ ２ － １ ３ １ － １ ８

1 ２ － ２ １ － １ ８

SＸｌｌ７４施粕陶器碗口縁部１５．０

5.9

SＸｌｌ６８施紬陶器碗底部

SＸｌｌ５０施袖陶器碗底部 4.5

SＸ１１７８施紬陶器碗底部

1 ２ － ４ Ｊ － ｌ ８ SＸｌｌ９３施紬陶器碗完形14.0６．１５．９

1 ２ － １ ２ １ － １ ８

1 ２ － ５ Ｊ － １ ８

1 ２ － １ １ Ｊ － ｌ ７ 5.4

1 ２ － ６ １ － １ ８

SＸｌｌ５４施紬陶器碗底部1２－８１－１８

1２－７１－１８ SＸｌｌ５０施紬陶器碗底部 6.8

8.0

SＸｌｌ５０施利l陶器碗底部

6.5

棚２

１ ２ － ９ １ － １ ８ SX1１４９施軸陶器碗底部



遺物番号グリッド層位遺構名遺物Nｑ種別形式部位

1２－１６１－１８ SX1１７４施紬陶器角杯底部

1２－１７１－１８ SX1１７６施軸陶器角杯底部

1３ － １ １ － １ ８ S Ｘｌｌ７４施紬陶器火取底部

1３－２１－１８ S X1１７４施軸陶器酒器底部

計測値（cm，ｇ）

口 径 器 高
外径厚さ

底径

重量

3.2

3.8

7.1

7.3

備考

1３ － ３ １ － １ ８ S Ｘｌｌ５０施紬陶器水注底部 6.8もしくは香炉か？
１３－４１－１８

1３－５１－１８

１３－６１－１８

1３ － ７ １ － １ ８

1３－８１－１８

１３－９１－１８

l３－ｌＯＩ－ｌ８

l３－ｌｌｌ－ｌ８

1４ － １ １ － １ ８

SＸｌｌ７４１７６施紬陶器鉢底部 8.7

SＸｌｌ７４１７６施紬陶器水注口縁部７．５

完形２４．０S X 1 １ ７ ４ 施紬陶器鉢１０．６８．４

SＸｌｌ７４施軸陶器 鉢 完 形 １ ６ ． ５ １ １ ． ３ ９ ． ９

SX1１７４施紬陶器

SＸｌｌ７４無紬陶器

＝匿

亜

壷

口縁部１２．２

口縁部１４．６

ＳＸｌｌ７４ 陶質土器喪口縁部１２．１

SＸｌｌ７４陶質土器急須耳

SＸｌｌ７４無紬陶器
圭

亜 底部 15.4

１４ － ２ １ － １ ８ 喪SＸｌｌ７３無紬陶器底部 23.7もしくは壷か？

1４－３１－１８１ＳＸ１４２０１７８無紬陶器 壷 口縁部１４．８

1４－４Ｊ－ｌ８ SＸｌｌ７３無紬陶器播鉢底部 9.7

1４－５１－１８ SＸｌｌ９６無紬陶 器 播 鉢 底 部 13.3

1４－６１－１８ SＸｌｌ７４無紬陶器播鉢底部 11.0

1４－７１－１８ SＸｌｌ５６無軸陶器播鉢口縁部２８．５

1４－８１－１８ S Ｘ ｌ ｌ ７ ４ 無 紬 陶 器播鉢口縁部２４．４

1４－９１－１８ SＸｌｌ７４無軸陶器揺鉢口縁部３４．２

l４－ｌＯＩ－ｌ８IＳＸｌ２２１７４無紬陶器播鉢底部 10.0

l５ － ｌ ｌ － ｌ ８

1５－２１－１８

1５－３１－１８

１５－４１－１８

1５－５１－１８

1５－６１－１８

SＸ１１５０ 肥前碗口縁部９．１

SＸｌｌ７４肥前碗底部 5.8

SＸ ｌｌ ７４ 肥前碗完形１１．０５．８５．０

SＸｌｌ７４クロム青磁小碗完形８．４４．２３．３

SＸｌｌ７４本土産陶磁杯完形６．７２．７２．７

SＸｌｌ７４本土産陶磁杯完形７．０２．６２．７

1５－７１－１８１ＳＸ１２２１７４本土産陶磁杯完形６．２２．７２．５

波佐見？

1５－８１－１８ SX1１７４銅板転写 小 碗 完 形 ７ ． ３ ４ ． ７ ３ ． ６ 瀬 戸 ・ 美 濃 ？

1５－９１－１８ SX1１７４銅板転写小碗完形７．８４６３．６瀬戸・美濃？
l５－ｌＯＩ－ｌ８ SＸｌｌ６２型紙摺碗完形１３．５５．１４．８砥部

l５－ｌｌｌ－ｌ８

1６－１１－１８

1６－２１－１９

1 ６ － ３ １ － １ ８

l７－ｌｌ－ｌ８

1７－２１－１８

1８－ｌＪ－ｌ８Ⅲ

1８－２１－１９Ⅲ

SX1１７４型紙摺皿完形１０．８２．１５．９

SX1１５１石器砥石 12.1３．４３４０

SＸｌｌ５２石器砥石 9.6３．１２１１

SXl２６２銭貨寛永通宝 2.3320.114２．０２

鰯’９５SX2７３１５８青磁碗 7.8

SX2１６３石器磨石 7.9８．０９８０叩石としても併用

土器 壷 口縁部１４．５

９カムィヤキ不明胴部

内外面に指頭痕を残す。内外面と

もナデ調整。

内外面とも叩きの後、横方向のナ

デ調整。

1 ８－３１－１８Ⅲ １９０白磁皿完形１２．４２．９６．８森田分類Ｅ群

1 ８ － ４ １ － １ ８

1 ８－５Ｊ－ｌ８Ⅲ

1８－６１－１９

1８－７１－１９

1 ８ － ８ Ｊ － ｌ ８

1 ８－９１－１９Ⅲ

１８－１０Ｊ－１９

l８－ｌｌｌ－ｌ９Ⅲ

1８－１２Ｊ－１９

S865２９７ 白磁皿口縁部１７．０

123白磁皿底部６．０

S146４６ 青磁碗口縁部１５．３

S377１９４ 青磁碗口縁部１５．６

S5 1 1 １ ７ １ 青 磁碗口縁部１６．８

1１青磁碗口縁部14.8

Sl48１３５青磁碗口縁部１４．４

4１青磁 碗 底 部

Sl46４６青磁碗口縁部１４．１

1８－１３１－１９ⅢＳ399１９３青磁碗口縁部１６．４

1８－１４Ｊ－ｌ９ Sｌ４７４７ 青 磁碗口縁部１８．３

1８－１５１－１９ⅢＳ５８７Ｓ２２０１０９１８９青磁碗口縁部13.0

1８－１６１－１９

1８－１７１－１９

1９－１１－１９Ⅲ

1 ９－２１－１９Ⅲ

1９－３１－１９Ⅲ

1９－４Ｊ－ｌ９

1９－５１－１９

１９－６１－１９

1９－７１－１９

1９－８１－１８

Sl2１１１青磁碗口縁部１４５

S339１４２青磁碗口縁部１４．６

6５青磁碗口縁部１４．７

7１青磁碗口縁部１４．０

５７ 青 磁碗口縁部１２．５

S440１３９青磁碗口縁部１６．１

S922３００青磁碗口縁部１１．５

S209 青磁碗口縁部１４．０

S２８４Ｓ２６８２８４９８青磁碗口縁部１４．０

S591２０３ 青磁碗底部

１９－９１－ １８ⅢＳ637２０６青磁碗底部

l９－ｌＯＩ－ｌ９Ⅲ 7０青磁碗底部

第４表出土遺物観察表（２）

－５４－

森田分類Ｅ群

5.6

4.8

5.1

5.2



遺 物 番 号 グ リ ッド層位遺構名遺物No.種別形式部位

計測値

口径

外径

(cⅢ、ｇ）

器高

厚さ

底径
重量

l９－ｌｌｌ－ｌ８Ⅲ 192青磁碗底部 4.4

１ ９－１２Ｊ－ｌ９Ⅲ 3９ 青磁碗口縁部１４．７

1９－１３１－１９Ⅲ ９ 青磁碗口縁部１６．８

1９－１４Ｊ－ｌ９ S796 青磁碗口縁部１４．０

1９－１５１－１９ S206 8５ 青磁碗口縁部１６．４

1９－１６Ｊ－ｌ ８ⅢＳ399１９５青磁碗口縁部１３．４

1９－１７Ｊ－ｌ９

1９－１８１－１９

2０－ｌｌ－ｌ８

2０－２１－１９

2０－３Ｊ－１９Ⅲ

2０－４１－１８

2０－５１－１９

2０－６１－１８

2０－７Ｊ－１８

2０－８１－１８Ⅲ

2０－９１－１８

2０－１０１－１９Ⅲ

2１－ｌｌ－ｌ８

2１－２１－１８

2１－３１－１９Ⅲ

2１－４１－１９

2１－５Ｊ－１８ Ⅲ

Sｌ５１ 5０ 青磁碗口縁部１２．８

S６ 101青磁碗口縁部１４．２

S573２５６青磁碗底部 7.5

S3３ 青磁碗底部 5.0

3７ 青磁碗底部 6.5

S561１９６青磁碗底部 6.4

S432１９７青磁碗底部 4.8

S6 87 ２１ ７青 磁皿完形１１．６３．５５．３

S508１７２青磁皿完形ｌＬ８２．５４６

215 青磁皿口縁部１３．６

S792２８８青 磁皿口縁部１１．０

7２ 青磁皿口縁部１２．４

S756２４１青磁皿口縁部１０．５

S5 5 1 １ ９ ８青磁皿底部

6３ 青 磁皿底部

S309１１６ 青 磁杯口縁部７．５

123青磁杯底部

5.7

3.4

3.2

2 １－６１－１９ⅢＳ230 7５ 青磁盤口縁部２１．４

2１－７１－１８ Ⅲ

2１－８１－１８Ⅲ

2１－９Ｊ－１９ Ⅲ

2１－１０Ｊ－ｌ８Ⅲ

2２－ｌＪ－ｌ８ Ⅲ

2２－２１－１９

2２－３１－１８

2２－４１－１８ Ⅲ

2２－５Ｊ－１７Ⅲ

2２－６１－１８Ⅲ

2２－７１－１９

2２－８１－１８Ⅲ

2２－９１－１８Ⅲ

2 ２－１０１－１８

2２－１１１－１９Ⅲ

2２－１２１－１８

2 ２－１３１－１９

215青磁盤口縁部２３．５

170 青磁鉢口縁部２８．０

4０褐紬陶器
圭

亜 口縁部１４．８

1２褐紬陶器播鉢底部

123青花碗胴部

13.0

Sl2 102青花碗完形１４．５６．４６．５

S733２４４ 青花碗口縁部15.1

１７７ 青花碗口縁部13.6

１２７青花碗底部

220青花皿口縁部１２．８

6.4

S265 8７ 青 花皿完形１１．７２．７６．１

8４ 青花皿完形１２．５２．６７．２

S2１

190 青花皿口縁部１５．０

１７４ 青花皿口縁部９．２

6３ 青花小杯底部

S7 7 4 ２ ７ ３青花小杯底部

S５Ｓ２６１５５１００清朝青花碗完形１２．９

2.8

2.8

2２－１４１－１８ⅢＳ628１９０２１６清 朝 青 花 碗 完 形 １ ４ ． ５ ６ ． １ ７ ． ２

2３－１１－１８

2 ３ － ２ １ － １ ８

2３－３１－１９

S683２２８ 青花杯口縁部５．５

S536２２６清朝青花碗口縁部

S536２５３清朝青花碗口縁部１４．９

2３－４１－１８ⅢＳ536２５４２５５１９０肥前皿完形１３．６３．１８．４

2３－５１－１８

2 ３ － ６ １ － １ ８

S５ １１２関西系色絵急須蓋

S536２２６ 京焼碗口縁部９．７

9.8

備考

タイ産

小野分類Ｃ群

小野分類Ｄ群

小野分類Ｄ群

2３－７１－１８ S833 9７薩摩or肥前
ゴ雪

亜 底部 1０薩摩もしくは肥前

2３－８１－１８

2３－９Ｊ－１９

2３－１０１－１８

2４－ｌｌ－ｌ９

2 ４ － ２ Ｊ － １ ９

2４－３１－１９Ⅲ

2４－４１－１９Ⅲ

2４－５１－１８

2４－６１－１８

2４－７１－１８

2４－８１－１９Ⅲ

2４－９１－１９

2４－１０１－１９Ⅲ

2４－１１１－１８Ⅲ

2４－１２１－１９

2４－１３１－１９Ⅲ

2５－ｌＪ－ｌ７Ⅲ

2５－２Ｊ－１９

S705２３２ 施紬 陶器碗口縁部７．３

Sl70 4９施紬陶器碗完形１３．８６．２６．６

S833２８１施紬 陶器瓶口縁部７．０

S328１０３ 玉ガラス製

Ｓｌｌ７ 4２ 玉ガラス製

1８０ 玉ガラス製

1７９ 玉ガラス製

224 玉ガラス製

222 玉ガラス製

259 玉ガラス製

128 玉ガラス製

S366２８６ガラス製品ガラス製

6７ 銭貨不明

218銭貨寛永通宝

S408２２３銭貨不明

１８１ 青銅製品ジーファー

261石器磨石

S485２６３石器砥石

0.7480.6950.64孔径：0.098

0.6310.568０．３５孔径：0.159

0.5520.353０．１８孔径：0.241

0.8150.6330.61孔径：0.260

0.3190.1550.01孔径：0.087

0.4360.265０．０６孔径：0.204

0.3010.1630.01孔径：０．１２９

0.2550.1310.01孔径：0.069

0.92

2.432０．１８４２．２１

2.4780.158２．５２

2.193０．１４３１．１３

15.9 3.98

13.0５．４１１５０叩石としても併用

20.7６．１２１８０

2５－３１－１９Ⅲ 6６ 鉄 製品不明 4.9２．５36.26（計測値＝長さ・幅・重量）

2６－ｌｌ－ｌ９Ⅱ ７ 青 花瓶胴部

第４表出土遺物観察表（３）
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遺物 番号 グリッド層位遺構名遺物NＯ種別形式部位

計測値（c､、ｇ）

口 径 器 高

外径厚さ
底径

重量
2 ６－２１－１９Ⅱ

2 ６－３１－１９Ⅱ

2 ６－４１－１９Ⅱ

2６－５Ｊ－ｌ９Ⅱ

2６－６Ｊ－１９Ⅱ

2 ６ － ７ Ｊ － ｌ ８Ⅱ

2 ６ － ８ １ － １ ９Ⅱ

2６－９Ｊ－１８ Ⅱ

2６ － １ ０ １ － １ ９Ⅱ

2 ６－１１１－１８Ⅱ

2７－ｌＪ－ｌ７１

2７－２１－１８１

2７ －３ 全域Ｉ

2７－４Ｊ－ｌ９１

2７－５１－１９

2７－６１－１８１

2７－７全域Ｉ

2７－８１－１９ １

2７－９全域Ｉ

2７－１０１－１８１

2７－１１１－１８１

2７－１２１－１９１

2７－１３１－１８１

2７－１４全域 Ｉ

2７－１５全域Ｉ

2７－１６全域Ｉ

2７－１７全域Ｉ

2７－１８１－１９１

2７－１９１－１８１

2７－２０全域Ｉ

2７－２１１－１８１

2７－２２全域

2７－２３Ｊ－ｌ９１

2８－ｌＪ－ｌ８ １

2８－２全域Ｉ

2８－３１－１９ １

2８－４１－１８１

2８－５１－１８１Ⅱ

2８－６１－１８ １

2８－７全域Ｉ

2８－８Ｊ－１９１

2８－９全域Ｉ

２８－１０Ｊ－１８１

2８－１１１－１８１

2８－１２１－１９１

2８－１３１－１９１

2８－１４１－１８

2８－１５全域 Ｉ

2８－１６全域 Ｉ

2８－１７１－１８１

2９－１１－１８

2９－２Ｊ－１７

2９－３全域

2９－４Ｊ－１８１

2９－５１－１８１

2９－６１－１９１

2９－７１－１９１

2９－８全域Ｉ

2９－９全域Ｉ

2９－１０１－１８１

2９－１１１－１９１

2 ９ － １ ２ 全 域Ｉ

2 ９ － １ ３ 全 域Ｉ

2９－１４Ｊ－ｌ９１

3 ０－１１－１８１

3 ０－２Ｊ－１８１

3０－３１－１８

3０－４１－１８１

第４表出土遺物観察表（４）

6１青花杯口 縁 部 ６ ． ４

７ 肥 前瓶口縁部３．２

７波佐見碗底部

1 ４ 施 紬 陶器角杯口縁部７．１

２９ 施紬陶器瓶口縁部３．６

８無紬陶 器 壷 口縁部９．１

6１無紬陶器水鉢口縁部１２．０
１３ 無紬 陶器瓶口縁部７．１

７陶質土器急須注ぎ口

4.8

6２石器砥石 8.5２．１１５２

１２４ 青磁碗口縁部

２２ 青磁碗口縁部

５ 青磁 碗口縁部１１．９

２５ 青磁 碗口縁部１５．０

1９青磁皿口縁部１４．８

2２青磁皿口縁部１１．７

３青磁皿底部

1５青 磁 杯 底 部

５ 青磁鉢底部

2０白磁碗 口縁 部１ ５． ９

2 ２ 白磁碗底部

5.5

4.0

12.2

8.1

1９白磁皿完形１３．３３．０１３．３森田分類Ｅ群

2３白 磁 皿 底 部 7.0森田分類Ｅ群
５ 青花碗口縁部１４．３

１ 青花碗底部

３ 青花皿口縁部８．７

４ 清朝青花杯口縁部７．２

1９褐紬陶器

2２施軸陶器

４ 褐 紬 陶 器

2３褐紬陶器

４褐紬陶器

壷
ゴー

亜

壷

壷
壷言

亜

口縁部１０．０

頚部

口縁部２０．０

口縁部１４．４

底部

2 １ 白磁碗胴部

126肥前鉢底部

３唐津鉢底部

5.1

1６．２

4.4

9.2

1５京焼碗完形９．２５．２３．２

7４内野 山碗底部 4.3

263肥前碗底部 4.6

2０ 本 土 産 陶磁 壷 口縁部１１．５

３本土産陶磁碗底部 3.8

2５施紬陶器碗完形１３．０６．１６．４

６ 施紬 陶器 碗口 縁部 １３ ．３

2６施紬陶器碗底部

2 ０ ２ ２ 施紬陶器碗底部

1５施紬陶器小碗底部

７施紬陶器 碗口縁部１３．９

2 ２ 施 紬 陶器皿口縁部１４．５

６ 施紬陶 器皿 口縁 部２ ０． ５

４ 施 紬 陶器皿底部

７４ 無紬陶 器碗 口縁 部１ ７． ２

2０施紬陶器酒注口縁部５．１

124施紬陶器火取口縁部１０．８

５ 施 紬 陶 器鉢口縁部１３．６

126施紬陶器鉢口縁部１１．６

2０無紬陶器播鉢口縁部２７．７

1５無紬陶器火取口縁部１２．０

6.0

6.5

3.8

9.2

４無紬陶器
ゴ三

亜 完形８．５１４．６６．６

５施紬陶器瓶底部 5.6

５無紬陶器 壷 蓋９．２５．１１５．３

7４無紬陶器

1９無紬陶器

ゴー

f翌

ゴー

亜

蓋４．１３．４９．８

口縁部８．６

４無紬陶器火炉口縁部１７．５

３石器 砥石 14.6４．９４４７

2８石器砥石 4．１１．３２３．８

126陶製品キセル雁首３．１６ 5.26

2６青銅製品キセル雁首３．７３ 4.02

2２青銅製品キセル吸口４．４３ 3.37

銭貨不明 2.4270.143１．６８
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６墨書資料について

第13図－１で報告した資料について本節で詳述する。

白化粧の後、透明紬を外面に施紬する筒型の火取もしくは香炉で、底部裏面に墨書で文字

が書かれている。墨書された内容は仲原弘哲氏によって以下のように判読できるのではない

かとご指摘いただいた。

記載内容は三行あって縦書き、「天底□」「仲宗根□」「四月」と読める。

１行目の天底はおそらく「村」が続くと推定される。

２行目の仲宗根に続く文字は竹冠までが判読できるので、書き込めるスペースはやや狭い

が登之を崩して書き込み「筑登之（ちくどうん)」が続くと推定される。

以上の推測から「天底村仲宗根筑登之四月」が推定を含む判読内容である。

先ず一行目の「天底村」は1719年に本部間切から移って以後、今帰仁間切から今帰仁村へ

の改称のあった明治41年（1908）の字天底になるまで使用された呼称である。このことから

1719～1908年までの記載である可能性が高い。次に２行目「仲宗根筑登之」は、人名で筑登

之が首里王府の位階名称及び称号で、赤冠、正従九品とされる。また、一般に嫡子、次男な

どによって差はあるものの28歳までには定年を迎える(宮里1983)。このことから記載された

「仲宗根」が士族で、若い頃の記載であることが推定される。参考まで天底村の文献に登場

する仲宗根姓を見ていく。天底村の「仲宗根」について確認できる資料として明治36年の

『砂糖消費税法改正之儀ニ付請願」（仲原1990）がある。この中には天底村の先人たちの人名

と住所、生年月日、士族平民の身分を知ることができる。この中に仲宗根姓が２人登場する

がいずれも平民の記載である。一方伝承より、本部から12～15代前に寄留したと伝えられる

「仲宗根（イガヤー)」の存在も見逃せない。

以上のことを鑑みると仲宗根家は最初に

寄留したと伝えられるイガヤーの系統もし

くは、「砂糖消費税法改正之儀二付舎請願』に

登場する仲宗根家の祖先や親戚筋が当該資

料を残した家であることが想定される。文

字資料の示す年代観は村移動した1719年か

ら、称号が用いられなくなる沖縄における

廃藩置県の明治12年（1879）までの４月に

記載と想定される。更に遺物そのものの年

代観として、白化粧土に透明紬という特徴

を持つことから、白化粧土の登場を１８世紀

末～19世紀とする見解（家田1998）を参考

に上述の所見と合わせると、1700年代の末

頃から1879年までの製品としておよそ100

年の間までに製作記載された資料として紹

介することができると考える。

写真１墨書資料

－５７－



完 形

（粒）

本遺跡から獣魚骨や貝殻などの出土は小片で、わずかながらＳＸ１やＩ．Ⅱ層に見られる

のみであった。但し、無いといっても現場における肉眼で遺物を取り上げるＰｉｃｋｕｐ法によ

る検出が見られなかったので、フローテーション法等による微細遺物の検出を目的とした方

法では別である。

ＳＸｌ及びＩ．Ⅱ層で得られた貝類遺体と脊椎動物遺体は、前者がシャコガイや巻き貝の

破片資料で、表面が風化し種別の判断は困難であった。最小個体数でも10個内の少数である。

後者はウシもしくはウマと想定される遊離歯の破片資料が多く見られたが、これも数個体の

資料と想定される。Ⅲ層から出土した貝類及び脊椎動物遺体は皆無であった。

次に調査時にサンプリングしていたSK661（1-19）の土坑内の堆積層について16リットル

の土壌を採集した。乾燥後、専用水槽に沈め、沈殿したものと浮いた物に別け回収を行った。

SK661はⅢ層の遺構と想定されグスク時代の自然遺物の検出を期待し分析を行った。沈殿し

た遺物には獣魚骨などの回収を期待したが、こちらでも良好な結果を得ることができなかっ

た。以前実施した今帰仁城跡周辺遺跡では魚骨の細片やウロコなどを回収する事ができたの

で、この結果がSK661に限る現象なのかについては更に資料数を増やすことが必要である。

浮遊した遺物には炭化植物が含まれていた。以下に炭化植物遺体の同定結果を概述する（第

５表)。同定は本来専門家による分析を依頼するべきであると考えるが、今回は宮城が肉眼

と双眼実体式の顕微鏡を使用し行った。回収できた202点の植物遺体のうち36点の同定を行

うことができた。同定することのできたものではアワ（36％)、コムギ（31％)、キビ（22％)、

コメ（８％)、オオムギ（３％）であった。これまでに実施した今帰仁城跡周辺遺跡と比べて

みると、周辺遺跡ではアワ（45%)、コムギ（39%)、オオムギ（７％)、キビ（３％)、コメ

（２％）の順で本遣跡と近い値をみせている。以上の結果から天底後原遺跡の栽培植物の消

費傾向はグスク時代の当該地域における一般的な動向と考える。

破片

（片）

地区

層

土量

SＫ６６１

ｉ層

7リットル

iii層

９リットル

完形

（粒）

破片

（片）

推定個体

（ＭＮＩ）

百分率

（n=36）

７自然遺物

植物遺体分布密度

(遺体数／リットル）

ー ー
ーーーーー瞬胃研
一一一一一一
一一一一一Ｆ洞砺
一一一 一一■園露閉

一一一■■■■

コメ

コムギ

オオムギ

アワ

キビ

小計

同定不明

植物遺体数総計

閃
一
一
団

開
一
一
皿

９1７．２

第５表ＳＫ６６１出土植物遺体
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前章までに天底後原遺跡の発掘調査の成果について紹介してきた。最後に若干のまとめを

して結びとしたい。

先ず遺跡の使用年代について考えてみたい。層序では概ねⅢ層とⅡ層が本遺跡を形成した

主要な堆積層で、Ⅲ層がグスク時代、Ⅱ層が近世琉球から近代に該当すると考えられる。詳

しく見ていくと、先ずⅢ層に含まれる遺物は古手の資料としてグスク土器、カムィヤキ須恵

器、白磁口禿皿が出土している。これらの出土遺物は13世紀後半から１４世紀初め頃に比定さ

れる今帰仁城跡主郭第Ⅸ層及び第Ⅶ層、今帰仁村シイナグスクなどの出土傾向に近似するこ

とから１３世紀後半から１４世紀前半頃を上限として考えることができる。しかし出土量は多く

ない。主な陶磁器は白磁では森田分類Ｅ群、青磁では雷文帯碗、細蓮弁文碗、青花では明代

のものが主体となることから、概ね１５世紀から１６世紀に比定されるのではないかと推測され

る。Ⅲ層とともに報告した遺構内の遺物には清朝磁器や本土産の陶磁器類も散見されるため、

17世紀の資料も含まれる可能性も皆無とはいえないものの、積極的に17世紀まで含めるとす

るほど出土量は多くない。むしろ後述するⅡ層の遺構として解することが無難と考える。Ⅱ

層の出土資料は沖縄産陶磁器や本土産の磁器が出土する。堆積層も薄く判然としないが、遺

構内出土の本土産陶磁器などをⅡ層の遺物として分別することが可能であれば、Ⅱ層及び遺

構内新手資料を一つの時期に設定することが可能と考える。即ちⅡ層出土の沖縄産陶器や本

土産陶磁器、清朝磁器などから概ね17世紀後半が上限と考えられる。下限については少量だ

が近代の磁器などを含むため１９世紀終わりから２０世紀を含む可能性が考えられる。また、遺

構として検出されるＳＸ１の年代観もⅡ層と近しいことから、お互いの堆積状況に切り合い

がないため判断に苦慮するところであるもののⅡ層の遣構もしくはそれに後続する遺構と考

えられる。以上年代についてまとめると、Ⅲ層が１５．１６世紀に、Ⅱ層及びＳＸ１が１７世紀後

半から20世紀初め頃に比定されると考えられる。Ⅲ層とⅡ層をスムーズに結ぶような古手の

沖縄産陶器が検出されていないので、そこには断絶があったのではないだろうか。そう考え

ると、Ⅲ層を15世紀頃から１６世紀のグスク時代に展開した集落と考え、一端当該地域での生

活が廃絶されて以後、再び利用されたのを1719年、１８世紀初め頃の本部問切からの天底村の

移動に伴った集落として考えることもできる。

遺構はⅢ層の時期に比定される柱穴とⅡ層に比定される柱穴が混在し、最終的にはＶ層の

上面で確認する形で検出した。このため、本来は詳細にこれを検討し個別に報告するべきで

あるが、判然としない状況での報告となった。概して柱穴は調査区の南東側に偏在し集中し

ている。また調査地域の南側は迫地となりかつて小川が流れていたことを考えると、屋敷の

分布した地域において迫地の開発を行い経営したのではないかと想定する。柱穴の粗密と四

本柱の掘立柱建物跡(高倉)との関係では今帰仁城跡周辺遺跡でも看取することができた。本

調査地域でも柱穴の密な空間（調査区南東側）に母屋（主屋)、粗な空間（調査区北西側）で

推定高倉が分布する状況であった。

出土遺物の特徴を見ていく。先ず陶磁器から、Ⅲ層では約97％が中国産で、僅かに在地土

器やカムィヤキ須恵器、タイ産のものが含まれる。この傾向はこれまでの今帰仁城跡や今帰

仁城跡周辺遺跡の傾向と一致する。但し、器種組成を見ていくと、碗・皿以外の器種は希少

で盤や鉢が数点得られるだけである。（注記:Ⅲ層からの出土遺物ではないものの、この時期

に比定される遺物として明代の青花の瓶やベトナム産の白磁碗などが出土している｡)次にⅡ

層では25片が沖縄産陶器で、続いて本土産陶磁器５片、中国産52片（口縁部破片数）となり、

－６０－



前代のⅢ層と大きく組成が異なることが看取できる。また器種でも碗・皿に限らず瓶や注口

などが出土し豊富な状況が認められる。またこれと合わせてＳＸｌの出土遺物についても見

ていくと、更に沖縄産陶器の器種組成が豊富であることがわかる。陶磁器以外の遺物では、

砥石や磨石などの石器と若干の鉄製品が出土している。銭貨ではⅢ層より判読不明の中国

銭？や寛永通宝が出土している。後者の寛永通宝がⅢ層で取り上げられている点がⅢ層の年

代についての疑問点として残るものの、僅か１点のみであることから、Ⅱ層として本来取り

上げられるもので、発掘時のミスである可能性を指摘しておく。Ⅲ層からはこの他に管や玉

類も出土している。玉はいずれも小さなガラス製の丸玉である。なお、Ｉ層からの出土では

あるが煙管の雁首や吸い口が出土しており、Ⅱ層の資料と考えることができるのではないだ

ろうか。

食料残津として推定される炭化植物遺体や貝類遺体、脊椎動物遺体について記す。Ⅲ層の

脊椎動物遺体として僅かにウシ・ウマの遊離歯細片が得られているが、個体数は多くない。

回収された貝類は皆無であった。炭化植物遺体としてSK661を検討した結果、コムギ．アワ

を主体とした植物遺体を確認することができた。Ⅱ層でもⅢ層同様に僅かにウシ．ウマの遊

離歯細片が得られるが、個体数は少ない。回収された貝類はシャコガイが見られるがこちら

も細片と風化が著しく判別は困難であった。植物遺体は未検証である。またほぼ同時期とし

て判断されるＳＸｌにはウシ・ウマの歯以外にも骨片が得られるが同定には至っていない。

貝類も同様だがいずれにせよ出土数は多くない。植物遺体についても未検証である。

以上、発掘調査で確認された、遺構、遺物から天底後原遺跡について総括した。天底後原

遺跡一帯の開発は13世紀頃の遺物が散見されることからその時代まで遡る可能性も考慮する。

しかし遺跡の地点における陶磁器の主体が１５世紀頃はじまることを考えるとこの時期に恒常

的な生活を認めることができるだろう。１７世紀初め頃にはこの生活痕跡は一端終駕を迎え、

その後1719年の天底ムラのムラ移動後に当該地域に人が住み始めたと考えられる。この人々

の中には墨書陶器に記載された「天底村仲宗根筑登之四月」銘の存在から仲宗根家との

関係を推定させる。しかし、この家も最終的には２０世紀の初め頃にはどこかへ移り住み別の

土地へ引っ越したとみられる。今回調査地点となった場所に近接してある洞はこの屋敷に住

んだ人達が先祖伝来の地を参拝するために設置した火之神の詞と考えられる。居住地を移し

て以後本遺跡は畑として利用され、2005年に道路として利用されるという変遷を追うことが

出来るのではないだろうか。

最後になったが、今回の調査は今帰仁村におけるグスク時代から近世．近代における土地

利用や集落の実体について確認することのできる希有な事例である。これまで村内では今帰

仁城跡を中心に調査を進めてきた。これに対し今回調査した天底後原遺跡は近世の事例を含

む一般村落とでも言うべき、城郭から離れた集落の様相を知ることができる結果となった。

しかし最後まで、伝承される「按司屋敷」と遺跡の関係を追求することはできなかった。あ

るいはⅢ層の堆積層を残した人が当該地域の按司とされるような人物だったのだろうか。伝

承される記‘億と、遺跡との関係については不可思議な所も多いものの、興味が惹かれる。記

録保存として行った天底後原遺跡の発掘調査の成果が、今後天底や今帰仁ひいては琉球史を

研究する上で重要な資料として活用されることを期待したい。
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図版１空から見た天底後原遺跡
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図版２着手前（西から東）

図版３調査状況（東から西）
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図版４完掘状況（西から東）

図版５完掘状況（南から北）
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図版８SK661半裁状況

図版９SK661完掘状況
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図版１０ＳＢＯ２完掘状況

図版１１ＳＸ１・ＳＸ２遠景（南から北）
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図版１２ＳＸ１・ＳＸ２近景（北から南）

図版１３ＳＸ１断面
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図版1８タイ産褐紬陶器出土状況（21-9,Ⅲ層）
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